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確
定
申
告

実
務
相
談
会

確
定
申
告

実
務
相
談
会

日
時…

２
月
２２
日（
月
）〜

３
月
１０
日（
水
）　

午
前
１０
時
〜
午
後

４
時

※

土
日
は
除
き
ま
す
。

場
所…

葛
飾
支
部
会
館
３

階
・
大
会
議
室

１
月
１７
日
（
日
）
夜
、
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
、
２
０
１
０

年
新
春
旗
び
ら
き
を
来
賓
５２
人
、

組
合
員
２
０
２
人
の
合
計
２
５
４

人
で
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
星
谷
執
行
委
員

長
は
、『
土
建
国
保
の
報
道
問
題

に
つ
い
て
は
、
正
し
く
な
い
報
道

で
あ
り
、
正
面
を
向
い
て
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
拡
大
運
動
は
、
実
増
重

視
の
拡
大
に
し
て
い
く
方
針
で

す
。』
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

来
賓
で
は
、
青
木
克
徳
区
長
を

は
じ
め
、
東
京
土
建
本
部
瀬
田
副

執
行
委
員
長
・
台
東
支
部
遠
藤
副

執
行
委
員
長
・
平
沢
勝
栄
衆
議
院

議
員
・
小
池
晃
参
議
院
議
員
、
都

議
・
区
議
・
各
関
係
団
体
か
ら
の

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
政
党
議
員
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

一
連
の
土
建
国
保
報
道
に
対
し
て

土
建
国
保
を
守
る
た
め
に
協
力
を

惜
し
ま
な
い
と
の
力
強
い
お
話
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鏡
び
ら
き
を
行
い
、

途
中
、
花
田
真
衣
さ
ん
の
歌
声
を

聴
き
な
が
ら
、
楽
し
く
歓
談
の
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

６
分
会
が
実
増

０９
年
苦
し
い
情
勢
な
が
ら
も
見

事
に
実
増
拡
大
を
は
た
し
た
６
分

会
（
新
小
岩
分
会
・
お
花
茶
屋
分

会
・
堀
切
分
会
・
亀
有
分
会
・
北

水
元
分
会
・
幸
田
分
会
）
に
は
拡

大
表
彰
を
行
い
、
最
後
は
、
深
澤

副
委
員
長
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
で
終
わ
り
ま
し
た
。

第
５７
回
�
飾
支
部
定
期
大
会

は
、
１０
年
４
月
１７
・
１８
日
（
土
・

日
）
に
、
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

（
群
馬
県
安
中
市
磯
部
１
丁
目

１２
？
５
）
で
開
催
し
ま
す
。

◆
代
議
員
お
よ
び
特
別
代
議
員
定

数
に
つ
い
て

１０
年
３
月
１
日
付
人
員
（
２
月

２４
日
登
録
人
員
）で
確
定
し
ま
す
。

☆
代
議
員
�
基
礎
代
議
員
１
人
に

加
え
て
、
分
会
人
員
４０
人
に
１
人

（
端
数
２１
人
以
上
で
１
人
追
加
）

☆
特
別
代
議
員
�
分
科
会
数
に
満

た
な
い
分
会
で
１
人

な
お
、
支
部
４
役
、
常
任
執
行

委
員
、
分
会
長
も
分
会
代
議
員
数

の
中
に
含
み
ま
す
。

◆
大
会
諸
役
員

別
途
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
登
録

し
、
各
委
員
長
は
互
選
で
決
定
し

ま
す
。

◆
役
員
立
候
補
お
よ
び
定
数

委
員
長
（
１
）
※
中
執
兼
任

副
〃
（
４
）

書
記
長
（
１
）

同
次
長
（
２
）

常
任
執
行
委
員
（
９
）

会
計
監
査
（
２
）

執
行
委
員
（
分
会
長
）
は
分
会
選

出
と
し
ま
す
。

※
以
上
の
役
職
は
１０
年
４
月
１
日

現
在
、
満
６５
歳
未
満
と
し
ま
す
。

※
立
候
補
〆
切
り
は
２
月
２６
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で
支
部
に
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
、

捺
印
し
て
提
出
。

◆
大
会
表
彰

所
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
２
月

２６
日
ま
で
に
支
部
に
提
出
。

以
上
詳
細
は
支
部
執
行
委
員
会

を
通
じ
て
分
会
に
お
知
ら
せ
し
、

不
明
の
点
は
大
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
１
０
年
を
実
増
重
視
で
仲

間
を
増
や
す
最
初
の
行
動
�
春
一

番
拡
大
行
動
が
い
よ
い
よ
始
ま
り

ま
し
た
。
組
織
人
数
の
１
・
５
％

の
拡
大（
８２
人
）を
め
ざ
し
ま
す
。

実
増
に
つ
い
て
は
、
年
間
通
じ
て

１
月
当
初
の
人
員
を
維
持
す
る
拡

大
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
は
２１
人
・
２
月
は
６
人
の

加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
実
増
に
重
き
を
お
く
た

め
、
脱
退
防
止
も
第
２
の
拡
大
で

す
。
そ
の
点
も
意
識
し
な
が
ら
行

動
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
月
は
１６
・
１７
日
（
火
・
水
）

が
行
動
日
で
す
。

人
生
の
土
台
…
！

わ
た
く
し
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
、
ち
が

う
人
生
を
生
き
て
い

ま
す
。
で
も
、
普
通

に
働
い
て
い
る
人
た
ち
な
ら
、
そ

の
人
生
が
立
ち
ゆ
く
た
め
の
共
通

の
土
台
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
は
、
ま
ず
、
職
が
あ
る

こ
と
、
二
つ
め
は
、
そ
の
職
も
賃

金
・
労
働
時
間
・
労
働
密
度
が
人

間
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
三

つ
め
は
、
病
気
や
老
後
の
心
配
を

し
な
く
て
い
い
こ
と
、
充
実
し
た

社
会
保
障
・
福
祉
が
あ
る
こ
と
。

四
つ
め
は
、
あ
ま
り
意
識
す
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
和
で

あ
る
こ
と
。
ど
れ
も
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
共
通
の
土

台
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
は
じ

め
て
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
ひ

と
り
の
人
生
が
成
り
立
ち
ま
す
。

四
〇
歳
に
な
っ
て
も
、
五
〇
歳

に
な
っ
て
も
夢
と
希
望
い
っ
ぱ
い

で
あ
っ
て
い
い
は
ず
で
す
が
、
そ

れ
に
し
て
も
、
夢
や
希
望
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
は
ず
の
小
学
生
や
中
学

生
ま
で
が
「
ど
う
せ
、
僕
の
将
来

な
ん
て
…
」
と
思
っ
た
り
、
わ
た

し
た
ち
が
た
い
へ
ん
な
の
は
、
こ

の
人
生
の
土
台
が
、
い
ま
、
ほ
り

く
ず
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

問
題
は
、
何
が
人
生
の
土
台
を

ほ
り
く
ず
し
て
い
る
か
、
長
時
間

過
密
労
働
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
人

員
削
減
、
等
々
た
く
さ
ん
へ
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
い

へ
ん
さ
だ
け
を
見
て
い
て
は
、
解

決
し
ま
せ
ん
。「
官
か
ら
民
へ
」

と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
実
態
は
、

社
会
保
障
の
切
り
崩
し
で
あ
る
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
本
当
の
連
帯

の
力
、
春
闘
を
が
ん
ば
る
意
思
が

生
ま
れ
ま
す
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１０年１月１日現在 ５６８９人
加 入 ２１人
転 入 ３人
脱 退 ６８人
転 出 ０人

２０１０年２月１日現在 ５６４５人

青木区長・平沢議員・小池議員もかけつける
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テクノプラザに２５４人が参加

��
飾飾
支支
部部
第第
５５７７
回回
定定
期期
大大
会会
告告
示示

星

谷

委
員
長

正
面
向
い
て
運
動
を

春
一
番

拡

大

ス
タ
ー
ト

実
増
め
ざ
す

春一番拡大（１～３月）
春一番拡大
２月４日現在２月１日付

人員
拡大目標
１．５％

１月比
増減

新 小 岩 １４４ ３ －１
西新小岩 １２３ ３ ０
東新小岩 ３７０ ５ －６
奥 戸 ５２１ ８ ０

本 田 １９４ ２ －１ ☆
立 石 １７８ ３ －１
青 戸 ２３９ ４ ２
お花茶屋 ２２０ ３ ０

堀 切 ３１５ ５ －２
二 葉 ２４６ ３ －９
西亀有① １８３ ３ －１
西亀有② １０９ ２ ２
亀 有 ２６３ ４ －２

細 田 ２２１ ３ －１
高 砂 ２４９ ３ －９
柴 又 ２５１ ３ －２ ☆

新 宿 １９７ ２ ２ ☆
金 町 １７４ ２ －１
東 金 町 １７９ ３ －４

東 水 元 ３００ ４ －１
北 水 元 ２６５ ４ －１
幸 田 ２５５ ３ ０
飯 塚 １９５ ３ －３

そ の 他 ２５４ ４ －５ ☆

合 計 ５６４５ ８２ －４４ １月２１人 ２月６人

星谷委員長

全
員
で
最
後
は
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
し
ま
し
た

第６４３号建 設 者２０１０年２月１６日（１）
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関
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関
心
の
高
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う
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え
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小
学
生
も
署
名　

３８
筆
の
署
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が
集
ま
る

小
学
生
も
署
名　

３８
筆
の
署
名
が
集
ま
る

小
学
生
も
署
名　

３８
筆
の
署
名
が
集
ま
る

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
に
救
済
を
求
め
る
行
動

１
月
２０
日（
水
）青
砥
駅
頭
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
救
済
を
求
め

て
、
宣
伝
行
動
を
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
原
告
団
の
清
水
事
務
局
長
と
、

労
対
部
・
書
記
局
含
め
１９
人
が
駅

頭
で
駅
を
利
用
す
る
街
ゆ
く
人
に

訴
え
な
が
ら
、
署
名
・
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
り
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
署
名
は
３８
筆
集
ま

り
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
か
ら
年

配
の
方
ま
で
全
て
の
年
齢
層
の

方
々
が
署
名
に
協
力
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
関
心
の
高
さ
を
伺
え
る

駅
頭
宣
伝
で
し
た
。

国
と
企
業
は

謝
罪
と
補
償
を

建
設
業
に
従
事
し
て
き
た
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
２
２
１
人
が
、
一

昨
年
５
月
と
６
月
に
、
国
と
ア
ス

ベ
ス
ト
製
造
企
業
４６
社
を
相
手

に
、
謝
罪
と
補
償
、
今
後
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る

目
的
で
、
東
京
・
横
浜
の
各
地
裁

へ
集
団
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
２
０
０
６
年
に
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
が
全
面
禁
止
に
な
る

ま
で
、
約
１
千
万
ト
ン
の
ア
ス
ベ

ス
ト
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
８
割
以

上
が
建
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
建
設
業
従
事
者
に

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
癌
・
中
皮

腫
・
石
綿
肺
が
多
数
発
生
し
、
首

都
圏
で
約
６
０
０
人
が
労
災
認
定

さ
れ
、
そ
の
半
数
は
す
で
に
死

亡
。
現
在
も
な
お
被
害
者
が
増
大

し
つ
づ
け
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

こ
の
日
が

８
回
目
の
裁
判

ア
ス
ベ
ス
ト
の
危
険
性
は
１
９

７
０
年
代
に
国
際
的
に
も
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
１
９
８
０
年
代
に
使
用
と
製
造

が
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
は
１
９
７
２
年
に
世
界
保
健

機
関
で
発
癌
物
質
の
指
摘
が
あ
っ

た
時
点
で
、
危
険
性
を
認
識
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
効
な
規

制
を
怠
り
、
建
築
基
準
法
で
も
８７

年
ま
で
使
用
を
認
め
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造

企
業
は
、
１
９
６
０
年
代
に
は
ア

ス
ベ
ス
ト
の
発
癌
性
を
認
識
し
て

お
り
、
一
般
的
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の

危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
７０
年

代
に
は
製
造
・
使
用
の
中
止
義
務

が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

提
訴
し
て
１
年
９
ヶ
月
が
経
過

し
、
８
回
目
の
裁
判
が
１
月
２０
日

の
こ
の
日
、
東
京
地
裁
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
告
２
２

１
人
の
約
半
数
は
す
で
に
死
亡
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
勝
訴
を
勝
ち
取

り
、
本
人
・
遺
族
へ
の
謝
罪
と
補

償
、
そ
し
て
今
後
の
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
、

抜
本
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
法
の

制
定
を
求
め
行
動
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。

１
月
２６
日
（
火
）
に
中
野
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
、
東
京
春
闘
共
闘

と
国
民
春
闘
共
闘
が
共
催
す
る
東

京
春
闘
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

全
参
加
者
９
５
０
人
の
中
で
、

東
京
土
建
か
ら
は
３
７
６
人
が
参

加
し
、
�
飾
支
部
か
ら
は
、
西
新

小
岩
・
東
新
小
岩
・
奥
戸
・
本
田

・
立
石
・
青
戸
・
お
花
茶
屋
・
堀

切
・
二
葉
・
西
亀
①
・
亀
有
・
細

田
・
高
砂
・
柴
又
の
各
分
会
か
ら

２７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

賃
金
と
雇
用
の
確
保
を

集
会
で
は
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

に
、
貧
困
・
格
差
の
解
消
、
内
需

の
拡
大
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

ス
テ
ー
ジ
で
各
団
体
よ
り
賃
金
と

雇
用
の
確
保
を
中
心
要
求
に
す
る

春
闘
勝
利
に
向
け
た
決
意
表
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
部
巻
田
委
員
長

全
力
で
た
た
か
う

東
京
土
建
で
は
巻
田
中
央
執
行

委
員
長
が
２３
区
支
部
の
旗
と
と
も

に
登
壇
し
、
仕
事
確
保
の
訴
え
と

国
保
組
合
へ
の
不
当
な
攻
撃
に
対

し
、
全
力
を
挙
げ
て
戦
う
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。（
�
飾
か
ら
は
、

深
澤
・
芳
井
副
委
員
長
が
代
表
で

登
壇
）

決
意
表
明
の
最
後
に
は
全
員
が

ガ
ン
バ
ロ
ウ
の
掛
け
声
と
と
も

に
、
春
闘
勝
利
に
向
け
て
一
致
団

結
と
な
り
ま
し
た
。

夜
の
遅
い
時
間
帯
の
中
で
の
集

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆
様
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

改
正
さ
れ
た
特
定
商
取
引
法
が

昨
年
１２
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
そ

の
対
策
と
し
て
、１
月
２５
日（
月
）

に
学
習
会
を
�
飾
支
部
会
館
で
行

い
ま
し
た
。
講
師
に
、
北
千
住
法

律
事
務
所
の
水
田
敦
士
弁
護
士
を

招
き
、
建
設
業
に
か
か
わ
る
規
制

対
象
に
な
り
う
る
事
例
と
対
策
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
７０
人
で

し
た
。消

費
者
保
護

訪
問
販
売
に
規
制

消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
訪

問
販
売
に
対
す
る
規
制
に
な
り
ま

す
。
直
接
訪
問
し
、
仕
事
を
受
け

る
場
合
、
家
一
棟
丸
ご
と
の
請
負

契
約
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
い

た
る
ま
で
、
訪
問
販
売
に
該
当
す

る
た
め
、
申
込
書
と
契
約
書
（
法

定
書
面
）
の
作
成
・
交
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
は
、
そ
の
こ
と
が
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
に
な
る
こ

と
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
？

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、『
申

込
書
を
交
わ
し
た
時
点
か
ら
数
え

て
、
８
日
間
の
中
で
、
無
条
件
で

消
費
者
か
ら
契
約
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
』
で
す
。
そ
の

た
め
、
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
十
分
な
お
互
い
の
確

認
を
も
と
に
申
込
書
・
契
約
書
を

交
わ
し
た
う
え
で
、
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

訪
問
販
売
に
関
わ
る
必
要
内
容

が
記
載
さ
れ
た
契
約
書
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
が
、
支
部
で
も
販
売
を
し

ま
す
（
１
冊
２
０
０
円
）。
必
要

な
方
、
詳
し
い
こ
と
は
支
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
契
約
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、

『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会

↓
標
準
契
約
書
式
集
』
と
進
ん
で

行
え
ま
す
。

東東京京春春闘闘決決起起集集会会
春春闘闘勝勝利利にに向向けけてて一一致致団団結結

中野ＺＥＲＯホールに９５０人

改
正
特
定
商
取
引
法
学
習
会

え
っ
！
新
築
請
負
も
訪
問
販
売
!?

�飾支部の代表で登壇した深澤副委員長（右か
ら２人目）と芳井副委員長（右から３人目）

７０人もの受講者が集まった学習会

署名をもらう清水事務局長 ３８人から署名をしてもらいました

水田敦士弁護士

（２）第６４３号建 設 者２０１０年２月１６日
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憲
法
９
条

１
．
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序

を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実

に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
。

２
．
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、こ
れ

を
保
持
し
な
い
。国
の
交
戦
権
は
、こ

れ
を
認
め
な
い
。

　　　　

憲
法
９
条

１
．
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序

を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実

に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
。

２
．
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、こ
れ

を
保
持
し
な
い
。国
の
交
戦
権
は
、こ

れ
を
認
め
な
い
。

１
月
２９
日
（
金
）
組
合
会
館
３

階
に
お
い
て
本
部
税
金
担
当
奈
良

さ
ん
を
講
師
に
１５
分
会
３１
名
の
参

加
で
確
定
申
告
実
務
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

確
定
申
告
の
意
義
を
は
じ
め
、

青
色
申
告
制
度
の
活
用
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
消
費
税
の
問

題
点
、
申
告
書
記
載
の
留
意
点
な

ど
ま
で
学
び
申
告
を
す
る
上
で
の

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し

た
。
最
大
の
節
税
対
策
は
不
要
な

調
査
を
招
か
な
い
申
告
で
す
。

本
年
度
の
申
告
個
別
相
談
会
は

２
月
２２
日
（
月
）
か
ら
３
月
１０
日

（
水
）朝
１０
時
か
ら
午
後
４
時（
土

・
日
除
く
）
組
合
会
館
３
階
大
会

議
室
で
す
。

重
税
反
対
一
斉
申
告
（
集
団
申

告
）
は
３
月
１２
日
（
金
）
朝
９
時

３０
分
「
渋
江
公
園
」
に
て
開
催
し

ま
す
。

立
石
駅
頭
宣
伝

増
税
反
対
を

訴
え
る

１
月
２２
日
（
金
）「
立
石
駅
」

で
重
税
反
対
定
例
駅
頭
宣
伝
を
２

団
体
２３
名
（
う
ち
土
建
１１
名
）
の

仲
間
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

商
店
街
で
の
買
い
物
の
人
や
会

社
帰
り
の
人
達
に
消
費
税
廃
止
・

大
衆
増
税
反
対
を
訴
え
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
配
り
署
名
活
動
を
行
い
ま
し

た
。次

回
２
月
２４
日
（
水
）
は
Ｊ
Ｒ

総
武
線
「
新
小
岩
駅
北
口
」
に
て

税
対
部
対
応
で
、
駅
頭
宣
伝
を
実

施
し
ま
す
。

緊
急
経
済
対
策
の
住
宅
版
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
新
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
が
対
象
で

す
。
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
住
宅
の
対
象
の

着
工
開
始
日
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ

新
築
住
宅

一
律
３０
万
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
基
準
は

左
記
の
と
お
り
。

〈
着
工
〉

０９
年
１２
月
８
日
〜

１０
年
１２
月
３１
日

〈
完
了
引
渡
し
〉

１０
年
１
月
２８
日
以

降〈
工
事
内
容
〉

①
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
木
造

住
宅

②
省
エ
ネ
法
に
基
づ
く
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
相
当
の
住
宅

エ
コ

リ
フ
ォ
ー
ム

部
位
ご
と
に
ポ

イ
ン
ト
付
与
し
ま

す
。
最
大
３０
万
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
併

せ
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
工
事
も
行
う
場

合
は
、
最
大
５
万

ポ
イ
ン
ト
加
算
さ

れ
ま
す
。

〈
着
工
〉

１０
年
１
月
１
日
〜

１０
年
１２
月
３１
日

〈
完
了
引
渡
し
〉

１０
年
１
月
２８
日
以

降〈
工
事
内
容
〉

断
熱
改
修
・
部
位
ご
と
（
窓

・
外
壁
・
屋
根
・
天
井
・
床
）

に
付
与
し
ま
す
。

※
窓
は
１
か
所
ご
と
（
ガ
ラ
ス

は
１
枚
ご
と
）。
他
は
一
定
量

の
断
熱
材
の
使
用
が
条
件
で

す
。エ

コ
ポ
イ
ン
ト

申
請
方
法

申
請
者
は
、
住
宅
の
所
有
者

に
な
り
ま
す
。
必
要
書
類
（
省

エ
ネ
性
能
を
満
た
し
て
い
る
証

明
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
�
（
財
）
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン

タ
ー

電
話
①
：
０
５
７
０
�
０
７
１

�
０
７
７

電
話
②
：
０３
�
３
２
６
１
�
９

３
５
８

詳
し
く
は
、
支
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

戦
後
、
税
務
署
か
ら
の
一
方
的

な
査
定
に
よ
り
、
職
人
・
一
人
親

方
か
ら
も
事
業
税
を
と
る
と
い

う
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。
生
活
苦
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
職
人
か
ら
も
事
業
税

を
取
ろ
う
と
追
い
打
ち
を
か
け
る

動
き
に
、「
職
人
か
ら
事
業
税
を

と
る
な
」
と
税
金
闘
争
を
繰
り
広

げ
て
い
き
、
一
人
親
方
の
賃
金
と

事
業
の
所
得
区
分
を
認
め
さ
せ
た

歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

１
９
６
５
年
３
月
１２
日
に
東
京

土
建
荒
川
支
部
と
荒
川
民
商
な
ど

の
仲
間
が
区
役
所
か
ら
税
務
署
ま

で
デ
モ
行
進
を
し
な
が
ら
申
告
を

行
っ
た
こ
と
が
、
現
在
の
３
・
１３

集
団
申
告
の
始
ま
り
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
１
９
７
０
年
か
ら

全
権
総
連
、
全
商
連
な
ど
に
よ
り

「
３
・
１３
重
税
反
対
全
国
統
一
行

動
」
と
し
て
全
国
に
広
が
っ
て
い

き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

こ
の
３
・
１３
集
団
申
告
は
左
記

の
目
的
と
意
義
を
持
っ
て
行
っ
て

い
ま
す
。

①
納
税
者
権
利
憲
章
の
制
定
を
早

期
に
実
現
し
、
税
務
署
の
干
渉
を

受
け
ず
に
、
自
主
申
告
の
権
利
を

拡
大
す
る
。

②
国
民
本
位
の
税
制
改
革
、
税
務

行
政
の
民
主
化
の
必
要
性
を
住
民

に
訴
え
、
共
同
の
輪
を
広
げ
る
。

③
税
務
署
の
不
当
な
調
査
な
ど
に

抗
議
し
、
納
税
者
の
声
を
届
け

る
。

【
建
長
会
・
９
条
の
会
会
長
・
田
中
淹
男
】
松
か
ざ

り
も
と
れ
て
、
正
月
早
く
も
半
ば
を
過
ぎ
た
１
月
１７
日

（
日
）、
本
部
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
５
階
会
議
室
で
、
憲

法
特
別
集
中
２
日
間
講
座
の
第
１
日
目
の
講
座
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。（
２
日
目
は
３１
日
の
予
定
）

午
前
１０
時
本
部
井
手
口
書
記
次
長
の
開
講
の
あ
い
さ

つ
の
も
と
に
、
憲
法
の
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。
午
前

の
第
一
講
義
は
、
野
口
宏
講
師
（
千
葉
県
学
習
教
会
会

長
）
の
講
義
で
「
憲
法
と
は
何
か
。
日
本
国
憲
法
の
誕

生
と
特
徴
・
定
着
化
。」
を
受
講
。
午
後
の
第
二
講
義

は
、
浜
林
正
夫
講
師
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
り

「
世
界
に
は
ば
た
く
第
９
条
。
平
和
を
め
ざ
し
世
界
は

変
わ
る
。」
等
々
を
受
講
。

最
後
に
「
お
わ
り
に
残
り
の
時
間
で
テ
ス
ト
に
解
答

し
て
お
帰
り
く
だ
さ
い
。」
と
。
こ
ん
な
の
あ
り
�
な

ん
て
思
い
な
が
ら
、
数
十
年
昔
の
一
夜
漬
け
の
テ
ス
ト

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
カ
タ
ク
な
っ
た
頭
に
、
た
ま
に

は
難
し
い
学
習
も
脳
の
活
性
化
に
い
い
か
も
し
れ
な
い

の
か
な
ぁ
〜
。

さ
あ
、
残
り
あ
と
一
日
ガ
ン
バ
ロ
ウ
�

確
定
申
告
学
習
会
に
３１
人
が
参
加

申
告
相
談
は
、２
月
２２
日
か
ら

みみんんななでで参参加加ししよようう
今今年年のの集集団団申申告告はは

３３月月１１２２日日
渋渋江江公公園園でで開開催催

住宅版エコポイント制度が開始

新新築築・・リリフフォォーームムがが対対象象
申請の基準があります 注意を

本
部
の
憲
法
講
座
に
�
飾
か
ら
５
人
が
参
加

憲
法
９
条
の
大
切
さ
を
学
ぶ

昨年の�飾税務署への集団申告

確定申告学習会には、３１人が参加

立石駅頭でティッシュを配る税対部員の篠田さん（北水元分会）

第６４３号建 設 者２０１０年２月１６日（３）



��������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

主
婦
の
会
新
年
会

こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
！

【
主
婦
の
会
・
教
宣
部
・
大
山
艶

子
】
年
明
け
一
回
目
の
幹
事
会
は

毎
年
、
立
石
分
会
の
金
子
さ
ん
の

お
店
（
夢
幻
〈
む
げ
ん
〉）
を
お

借
り
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
１
月
９
日
に
２５
人
が
参
加
し

て
開
催
し
ま
し
た
。「
主
婦
の
会
」

ら
し
く
役
員
総
出
で
オ
ー
ド
ブ
ル

か
ら
フ
ル
ー
ツ
と
用
意
を
し
、
盛

り
付
け
準
備
万
端
。

や
は
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
あ

が
り
、
短
い
時
間
で
す
が
お
酒
が

入
る
と
、
普
段
は
気
づ
か
な
い
意

外
な
面
や
親
し
く
話
す
チ
ャ
ン
ス

の
な
い
会
員
さ
ん
ど
う
し
の
交
流

な
ど
、
旅
行
と
は
ま
た
違
う
貴
重

な
ひ
と
と
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
建
長
会
・
副
会
長
・
田
島
宗
吉
】
新
し

い
年
を
迎
え
た
晴
天
の
１
月
２６
日（
火
）。

初
め
て
の
建
長
会
の
集
り
、
遠
足
で
す
。

参
加
者
は
、
５５
人
で
す
。

バ
ス
に
て
朝
は
早
い
け
ど
、
シ
ニ
ア
の

友
達
元
気
よ
く
、
風
光
明
媚
な
西
伊
豆
に

発
車
オ
ー
ラ
イ
で
す
。
都
内
を
出
て
、
多

摩
川
を
渡
る
と
勇
姿
な
る
富
士
山
（
日
本

一
の
山
）
が
西
の
方
向
に
見
え
て
き
ま
し

た
。
東
名
高
速
道
を
進
ん
で
い
く
こ
と
、

こ
ん
な
に
美
し
く
姿
を
見
る
こ
と
は
、
こ

の
冬
の
季
節
だ
け
で
す
。

途
中
、
ダ
ル
マ
山
頂
に
て
休
み
、
富
士

山
を
上
に
見
、
下
に
沼
津
の
町
、
海
岸
線

に
は
長
く
続
く
千
本
松
を
は
っ
き
り
と
観

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

戸
田
（
へ
た
）
温
泉
に
到
着
で
す
。
サ

ァ
ー
、
入
浴
、
昼
食
で
す
。
海
の
幸
、
山

の
幸
を
食
べ
な
が
ら
の
シ
ニ
ア
同
年
代
の

友
と
の
話
で
イ
ッ
パ
イ
で
し
た
。
…
も
う

出
発
時
間
で
す
よ
。

帰
り
三
島
大
社
に
て
参
拝
。
東
名
道
路

か
ら
�
飾
支
部
に
無
事
到
着
で
す
。

一
日
が
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
年
も
シ
ニ
ア
の
皆
様
元
気
よ
く
進

み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
皆
さ
ん
会
い
ま
し

ょ
う
ね
。
楽
し
い
旅
で
し
た
。

２
連
覇
達
成

市
瀬
さ
ん
も

個
人
タ
イ
ト
ル

【
柴
又
分
会
・
青
年
部
・
小
林

龍
歩
】
１
月
３１
日
（
日
）
後
継
者

対
策
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
田
町
ハ

イ
レ
ー
ン
（
港
区
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
各
支
部
予
選
を
勝
ち
進
ん

で
き
た
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
飾
支
部
は
、
柴
又
分
会
が
代

表
と
し
て
、
５
人
全
員
が
背
中
に

『
柴
又
』
と
い
れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
て
参
加
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
応
援
も
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
り
、
ス
ペ
ア
や
ス
ト
ラ

イ
ク
が
出
る
た
び
に
、
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
（
笑
）。

そ
ん
な
中
、
柴
又
分
会
長
の
市

瀬
隆
さ
ん
が
、
個
人
総
合
優
勝
と

い
う
快
挙
を
果
た
す
等
（
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
）
一
人
ひ
と
り

が
持
て
る
技
術
を
ぶ
つ
け
、
力
投

の
末
、
�
飾
支
部
が
昨
年
に
続
き

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
�

他
の
支
部
か
ら
昨
年
の
こ
と
も

あ
っ
て
か
「
�
飾
は
強
い
な
ぁ

…
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
後
に
は
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
各
支
部
の
力
投
が

表
彰
さ
れ
、
会
場
は
拍
手
と
と
も

に
テ
ン
シ
ョ
ン
も
ど
ん
ど
ん
上
が

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
�最

後
は
組
合
活
動
に
ま
す
ま
す

力
を
入
れ
て
ガ
ン
バ
ロ
ウ
と
い
う

呼
び
か
け
に
「
オ
ー
�
」
と
い
う

団
結
し
た
声
と
土
建
組
合
の
名
物

３
本
締
め
で
終
わ
り
ま
し
た
。

Ｃ
ク
ラ
ス
初
参
加

４
連
勝
で
優
勝

１
月
２４
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

本
部
将
棋
大
会
。
�
飾
か
ら
の
参

加
者
は
、
７
人
。
そ
の
中
で
Ｃ
ク

ラ
ス
（
１
〜
３
級
）
に
登
録
参
加

し
た
本
田
分
会
の
高
橋
清
さ
ん

が
、
４
回
戦
を
見
事
全
勝
で
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

「
久
し
ぶ
り
の
将
棋
で
、
調
子

を
戻
す
前
の
１
・
２
回
戦
は
相
手

の
ミ
ス
で
勝
て
ま
し
た
が
、
３
・

４
回
戦
は
、
調
子
を
取
り
戻
し
、

本
来
の
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
勝

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も

参
加
を
し
、
連
覇
を
狙
い
た
い
で

す
ね
。

帰
り
に
は
、
新
小
岩
で
牧
野
さ

ん
（
東
新
小
岩
）
と
坂
本
さ
ん
（
奥

戸
）
の
３
人
で
祝
勝
会
を
開
き
、

充
実
し
た
一
日
で
し
た
ね
。」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

団
体
戦
は
３
位
に
食
い
込
ん
だ

の
で
す
が
、
登
録
上
の
手
違
い
で

幻
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

新新
入入
学学
祝祝
金金
申申
請請

申
請
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
０９
年
度
新
入
学
の
申
請

〆
切
せ
ま
る
�

詳
細
は
支
部
ま
で

１
月
２９
日
、
区
立
東
金
町
小
学

校
４
年
生
の
理
科
の
授
業
で
「
銅

の
特
性
を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と

で
、
工
作
教
室
（
銅
板
表
札
づ
く

り
）
を
行
い
ま
し
た
。
東
金
町
分

会
か
ら
２
人
が
講
師
と
し
て
参
加

し
、
２１
人
の
児
童
に
指
導
し
ま
し

た
。子

ど
も
ま
つ
り
等
で
作
っ
た
経

験
の
あ
る
子
も
未
経
験
の
子
に
教

え
な
が
ら
、
５
〜
６
時
間
目
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
員
が
時
間

内
に
完
成
し
、
自
分
の
作
品
が
シ

ン
ナ
ー
で
拭
か
れ
、
ピ
カ
ピ
カ
に

な
る
と
、
驚
き
と
喜
び
を
身
体
全

体
で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

「
粘
り
強
く
、あ
き
ら
め
な
い
」

を
学
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

同
小
学
校
で
は
、
２
月
２５
日
に

も
開
催
予
定
で
す
。

西
新
小
岩
分
会

新
年
会
を
楽
し
ん
だ

１
月
３０
日
（
土
）
に
西
新
小
岩

分
会
の
新
年
会
を
東
新
小
岩
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
登
録
店
の
「
あ

す
か
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

長
年
、
分
会
同
士
の
付
き
合
い

を
し
て
い
る
東
新
小
岩
分
会
と
二

葉
分
会
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
全

体
で
３３
人
の
参
加
者
で
し
た
。

「
今
年
１
年
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」と
佐
藤
分
会
長
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
乾
杯
の
後
、
参
加

者
全
員
が
カ
ラ
オ
ケ
や
、
歓
談
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

富富士士山山のの美美ししいい勇勇姿姿をを見見ななががらら
建建長長会会 西西伊伊豆豆のの戸戸田田温温泉泉へへ

今年も元気に進みましょう

柴柴又又分分会会＆＆
高高橋橋清清ささんん

本本
部部
ボボ
ウウ
リリ
ンン
ググ
大大
会会
・・
将将
棋棋
大大
会会

��
飾飾
支支
部部
代代
表表
がが
大大
活活
躍躍

東
金
町
分
会

理
科
の
授
業
で
銅
板
指
導

３３人が参加した新年会

柴
又
分
会
は
見
事
優
勝
を
果
た
し
、
�
飾
２
連
覇
を

達
成
（
市
瀬
隆
さ
ん
は
個
人
タ
イ
ト
ル
も
獲
得
）

本
部
将
棋
大
会
で
、
Ｃ
ク
ラ
ス
で
優
勝
を
果
た

し
た
高
橋
清
さ
ん
（
本
田
）

東金町小学校での工作

参加者全員で富士山をバックに記念撮影

主
婦
の
会
会
長
大
山
艶
子
さ
ん

（４）第６４３号建 設 者２０１０年２月１６日


